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全日本ペン書道展はペン習字を学ぶみなさまのための作品展です。
みなさまのご出品を心からお待ちしております。

会　　期　2015年7月18日（土）〜7月20日（月）
観覧時間　午前10時〜午後４時（最終日は午後２時まで）
会　　場　東京都立産業貿易センター浜松町館4階
　　　　　〒105-0022　東京都港区海岸１- ７- ８
主　　催　日本ペン習字研究会
共　　催　日 本 書 道 学 院
後　　援　中国大使館（申請中）

「ペンの光」購読者は「ペンの光」2015年２月号までに取得された競書による段級位を目
安とし，該当するいずれかの部門にご出品ください。その他一般の方は，規定部４部・漢
字部２部・かな部２部・手紙文部２部・筆ペン部３部・筆具外部の中からご自由にご出品
ください。なお，２部門以上に重複して出品できますが，同一部門の出品は１点限りとし
ます。
※作品課題は「ペンの光」２月号20ページ〜34ページおよびホームページに掲載しています。
※用具，用紙寸法，出品料等は次項をご覧ください。

2015年４月20日（月）〜５月８日（金）
※作品は書き上げたまま，表装をせずにお送りください（審査員は除く）。
※�出品票は「ペンの光」３月号・４月号・５月号の巻末およびホームページに掲載します。
作品１点につき，出品目録・出品票・原稿票を同封してください。
※�出品料・表装料は鑑別審査終了後，審査結果通知とともに事務局より団体代表者または
個人出品者宛に明細書付きの郵便振替用紙をお送りいたします。ご確認の上，ご送金く
ださい。6月30日（火）までに上記書類が送付されていない方は、お手数ですが事務局ま
でご連絡ください。
※�支部登録を行っている個人出品者並びに団体出品の精算は引き落としとなります。7月8
日（水）発行予定のお取引明細書にてご確認ください。

　　　〒162-8717　東京都新宿区早稲田町５- ４
　　　　　　           日本ペン習字研究会展覧会係

 日本ペン習字研究会展覧会係
	 【電　話】0120-127-927

※土・日・祝を除く午前９時30分〜午後５時30分
 【ＦＡＸ】0120-135-794

出品資格

作品受付

送付先（搬入先）

問合せ先

第78回全日本ペン書道展作品公募のご案内
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出品規定

審査員部

自運創作部

段級位
問わず

活字課題Ｆ
活字課題Ｇ
※縦書き横書きのいずれか

大ざっぱで
垣根に

手本課題Ｈ
手本課題Ｉ
手本課題Ｊ
手本課題Ｋ
手本課題Ｌ
手本課題Ｍ

馬車の中で
池には氷が
湯あがりの
旅にいづる
ゆう焼を
ひにち

自由
（参考文Ｎ）

自由
（参考文Ｏ）

自由
（参考文Ｐ）

玉露凋傷

河川

ひさかたの

自由
（参考文Ｑ） 夕月は

江碧にして
同じ心ならん

自由
※文字表現を主体とする

自由

（参考文Ａ）私は窓の
（参考文Ｂ）広野の
（参考文Ｃ）悟空に
（参考文Ｄ）晋の
（参考文Ｅ）もともと

自由
（古典・古筆の臨書）

市販の
筆記具 90×40

以内

自由 －100×100以内
（仕上り寸法）

特別賞

準特別賞

奨励賞
臨書部

１部

１部

２部

２部

１部

２部

３部

４部

ボールペン

つけペン

万年筆

デスクペン

※いずれか
自由

68×26

会長奨励賞

師範会賞

研究会賞

特選

金賞

銀賞

秀作

入選

Ｂ４判
36.4×25.7
Ａ４判
29.5×21.0
Ｂ５判
25.7×18.2
Ｂ５判
25.7×18.2
Ａ５判
21.0×14.8
Ｂ５判
25.7×18.2
Ａ５判
21.0×14.8

Ａ３以内
（41.8×29.6）

規

　

 

　
　定

　
　
　

 

部

漢
字
部

か
な
部

筆具外部 筆記具以外の
ものに限る

創作賞
努力賞
他

部門

展覧会
一般部審査員

出品委嘱
師範

出品委嘱
師範

＜規定部＞
四段～準師範

＜規定部＞
準初段～師範

＜かな部＞
初段～師範

準初段～三段

４級～１級

新規～１級

新規～準初段

参考文Ｖ
参考文Ｗ
※用紙は縦使用

手本課題Ｘ 泣くにや

手本課題Ｙ かもめ

１部

２部

３部

Ｂ５判
25.7×18.2

Ｂ５判
25.7×18.2
Ａ５判
21.0×14.8

筆  

ペ  

ン  

部

＜筆ペン部＞
推薦～師範

準初段～五段

新規～１級

※縦書き横書きのいずれか
　用紙は縦使用
作品は台紙（270×375mm以内，
色は自由）に貼り付け出品。

自由
（参考文Ｒ）
（参考文Ｓ）

万里さん
花々が

１部

２部

自由

※インクは
黒または青

筆ペン

市販の便箋
（B5程度）
または

それに準ずる
もの２枚

市販の便箋
（B5程度）
または

それに準ずる
もの１枚

手
紙
文
部

＜規定部＞
準初段～師範

新規～１級

新規～５級

出品資格 作品課題 用具 用紙寸法
（単位：約cm） 褒賞

※パネル寸法
　　　＝90×40
　貸額＝90×45

衣替えの
日ましに

参考手本Ｔ
参考手本Ｕ
※縦書き横書きのいずれか
　用紙は縦使用

16,200円

9,180円

7,560円

5,400円

4,320円

3,996円

3,996円

3,240円

3,996円

3,240円

4,320円

3,996円

3,996円

3,240円

4,860円

3,996円

出品料

額装または軸装で搬入
（実費斡旋有）

＜買取額（アルミ枠）＞
 19,980円
＜貸額＞
 6,480円
＜パネル表装＞
 ・紙＝5,400円
 ・布＝6,480円
※いずれかをお選び
　ください
＜パネル表装＞
 ・紙＝5,400円
 ・布＝6,480円

＜貸額＞
 1,620円

本部にて

台紙に

貼りつけて

展示します

＜貸額＞
  4,320円

表装・表装料

1,620円

＜貸額＞
  540円
＜貸額以外＞
  1,620円

1,620円

324円

432円

返送梱包料
作品１点につき

※いずれかをお選び
　ください

user
長方形
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（１）共通事項
◦用紙寸法は各部の指定寸法にしたがってください。
◦用紙の厚さの指定は特にありませんが，極端に厚いもの・薄いもの・書道用紙（半紙・
画仙紙の類）は避けてください。
◦加熱により変質する用紙・インクは避けてください。
◦作品受付前，輸送途中の紛失・破損については，責任を負いかねますのでご了承
ください。
◦作品受付後，作品の取扱いには十分注意いたしますが，不可抗力により生じた作品・
額の破損や汚損には責任を負いかねますのでご了承ください。
◦受付済みの作品の取り下げは応じかねます。
◦返送梱包料の割引，免除等はできかねますのでご了承ください。
◦応募作品の著作権は作者（出品者）に帰属するものとします。ただし，展示およ
び作品集，広報宣伝（※１）の使用権は主催者に帰属します。また，応募作品は著
作権に抵触しないようにご配慮ください。万一問題が起きた場合は，責任を負い
かねますのでご了承ください。

※１　最高賞受賞作品は後進指導用手本として使用させていただくことがあります。

（２）審査員
◦審査員部作品のほか筆具外部に賛助出品できます。
◦用具は市販されている筆記具（筆ペン含む）をお使いください。（小筆使用不可）
◦自額の場合，ガラスは使用しないでください。
◦不出品の際は協賛費として２万円をお納めいただきます。納入のない場合，審査
員の資格を失います。

（３）自運創作部・臨書部
◦用紙寸法は最大90×40㎝を厳守してください。但し90×40㎝の用紙で出品の場合，
パネル表装ではマットがでませんので，ご了承ください。
◦用具は市販されている筆記具（筆ペン含む）をお使いください。（小筆使用不可）
◦参考文はあくまでも参考です。参考文をお書きになってもかまいませんが，ご自
身でご自由に選文してください。
◦臨書作品は原本原帖のコピーと釈文を添付してください。
◦特別賞又は準特別賞の受賞歴がある方は自運創作部・臨書部における簡単な受賞歴
を同封してください。
◦文部科学大臣賞・中国大使館賞・三上秋果賞・学文社賞受賞作品は木枠の買取額に
変更させていただきます。金額はアルミ枠同様です。

（４）規定１部
◦書体（楷・行・草）は自由です。変体仮名の使用は避けてください。
※21ページの課題Ｆはたて書きですが、よこ書きにしてもよい。

（５）規定２部〜規定４部・筆ペン２部・３部
◦書体（楷・行・草）体裁ともに課題手本にしたがってください。２種類あるもの
はどちらかお好きなものを選んでください。

（６）漢字部・かな部・筆ペン１部
◦参考文はあくまでも参考です。
　題材をご自身でお選びになる場合は「参考文」の注意書きにしたがってください。

注　　意

user
長方形
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（７）手紙文部
◦文体は口語文（日常の現代語文）とします。
◦体裁は実用的なものの範囲内で自由とし，一般的な書式で仕上げてください。宛名，
差出人の署名（仮名可），差出の日付は必ず入れてください。
◦用紙は縦に使用し，縦書き横書きは自由とします。
◦１部は作品を台紙（270×375㎜以内，色は自由）に貼り付けて出品してください。

（８）筆具外部
◦用具は筆記用具以外のものに限ります
（ブラシ，刷毛，竹ペン，ガラスペン，割り箸等は可）

（１）出品について
◦支部または団体による団体出品は出品作品１点から受付けます。
◦団体出品をする場合は「団体出品目録」に必要事項をご記入の上，取りまとめた
作品に同封してください。

◦「団体出品目録」が未提出の場合は個人出品者扱いとなりますのでご注意ください。
◦団体出品希望の支部長先生並びに団体は『団体出品規定』を展覧会係宛にご請求
ください。

（２）団体奨励賞
◦一般の部，児童生徒の部ともに支部または団体で，特に出品に協力されたところ
には団体優秀賞および団体賞を贈ります。

鑑別審査　５月31日（日）
※審査は展覧会審査員のうち本年度当番審査員により行います。

授 賞 式　◆�児童生徒の部　展覧会会場
7月19日（日）午前11時〜
＊受賞対象＝大賞・準大賞・特別賞・特選（推薦は会場受賞無し）

　　　　　�◆�一般の部　東京プリンスホテルプロビデンスホール
7月19日（日）午後３時30分〜授賞式
��������������������午後４時30分〜懇親会
��������������������午後６時30分終了予定
＊受賞対象＝�特別賞・準特別賞・奨励賞・会長奨励賞・師範会賞・

研究会賞・特選

団体出品

日　　程

user
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●
自
運
︿

創
作
﹀

部 

［
出
品
委
嘱
（
師
範
）］

〈
選
文
自
由
〉

︿

参
考
文 

A
﹀	

田
中
鳴
舟
会
長
選
文

	
（
用
紙
40
×
90
㎝
以
内
、
タ
テ
・
ヨ
コ
自
由
）

伊
東
静
雄
「
四
月
の
風
」『
伊
東
静
雄
集
』

〈
選
文
自
由
〉

︿

参
考
文 

C
﹀	

田
中
鳴
舟
会
長
選
文

	

（
用
紙
40
×
90
㎝
以
内
、
タ
テ
・
ヨ
コ
自
由
）

中
島　

敦
『
悟
浄
歎
異
』

私
は
窓
の
と
こ
ろ
に
坐
つ
て

外
に
四
月
の
風
の
吹
い
て
ゐ
る
の
を
見
る

私
は
思
ひ
出
す　

い
ろ
ん
な
地
方
の
町
々
で

私
が
識
つ
た
多
く
の
孤
児
の
中
学
生
の
こ
と
を

真
実
彼
ら
は
孤
児
で
は
な
い
の
だ
つ
た
が

孤
児
！
と
自
身
に
故
意
と
信
じ
こ
ん
で

こ
の
上
な
く
自
由
に
さ
れ
た
気
に
な
つ
て

お
も
ひ
切
り
ふ
ざ
け　

悪
徳
を
し

ひ
ね
く
れ
た
誹
謗
と
歓
び
！

ま
た
急
に
悲
し
く
な
り

お
も
ひ
つ
き
の
善
行
で
う
つ
と
り
し
た

四
月
の
風
は
吹
い
て
ゐ
る

ち
や
う
ど
そ
れ
等
の

昔
の
中
学
生
の
調
子
で

そ
れ
は
大
き
な
恵
で
気
づ
か
ず
に

自
分
の
途
中
に
安
心
し

到
る
処
の
道
の
上
で
悪
戯
を
し
て
ゐ
る

帯
ほ
ど
な
輝
く
瀬
に
な
つ
て

逆
に 

後
に
残
し
て
来
た
冬
の
方
に

一
散
に
走
る
部
分
は

老
い
す
ぎ
た
私
を
か
ら
か
ふ

曽
て
私
を
締
め
つ
け
た

多
く
の
家
族
の
絆
は
ど
こ
に
行
つ
た
か

又
あ
る
部
分
は

見
せ
か
け
だ
と
私
に
は
ひ
が
ま
れ
る

甘
い
サ
行
の
音
で

そ
ん
な
に
誘
ひ
を
か
け

あ
る
も
の
に
は
未
だ
若
か
す
ぎ
る

私
を
こ
ん
な
に
意
地
張
ら
す
が
よ
い

そ
れ
で 

も
一
つ
の
絆
を

そ
の
う
ち
私
に
探
し
出
さ
せ
て
呉
れ
る
の
な
ら
ば

　
　
　
　
　
　
　

○
○
か
く
□

一
部
仮
名
に
改
め
て
い
ま
す
。

一
部
改
行
し
て
い
ま
す
。

識（し）つた　故意（わざ）と　誹謗（ひぼう）　悪戯（いたずら）　曽（かつ）て

〈
選
文
自
由
〉

︿

参
考
文 

B
﹀	

田
中
鳴
舟
会
長
選
文

	

（
用
紙
40
×
90
㎝
以
内
、
タ
テ
・
ヨ
コ
自
由
）

竹
内
勝
太
郎
「
時
間
」『
日
本
文
学
全
集
』「
黒
豹
」
よ
り

広
野
の
上
に
日
は
遠
く
歩
い
て
ゆ
き
、

水
は
私
を
押
し
流
す
、

私
の
か
ら
だ
の
上
、
心
の
上
に
過
ぎ
て
ゆ
く
月
、
日
、

そ
の
軽
や
か
な
親
し
い
足
取
り
。

私
は
土
を
耕
し
、

吹
き
過
ぎ
る
風
に
種
を
播
き
、

ほ
う
ぼ
う
と
芽
生
え
が
伸
び
、

雑
草
が
は
び
こ
り
、
徒
ら
に
露
が
し
げ
く
。

五
月
、
六
月
、
空
に
渦
巻
く
光
の
渦
、

草
む
ら
に
と
ん
ぼ
返
り
を
打
つ
蜻
蛉
、

五
月
、
六
月
、
目
に
も
見
え
ず
栗
の
花
が
散
り
、

ひ
そ
か
に
無
花
果
が
葉
の
か
げ
に
熟
し
、
や
が
て
地
に
落
ち
。

そ
れ
等
虫
け
ら
と
葉
っ
葉
の
な
か
に

鮮
か
に
生
長
す
る
神
話
、

う
つ
り
ゆ
く
季
節
、

子
供
の
心
を
押
し
ひ
ろ
げ
て
ゆ
く
時
間
。

樹
々
の
枝
を
吹
き
過
ぎ
る
朝
の
風
は

鋭
い
指
に
日
々
の
暦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
、

夕
、
古
い
木
の
葉
を
吹
き
散
ら
し
て

日
め
く
り
の
紙
片
を
一
枚
一
枚
引
き
ち
ぎ
る
。

私
は
私
の
上
に
歴
史
の
歩
み
を
感
じ
る
、

私
は
私
の
心
を
、
か
ら
だ
を
耕
し
、

私
自
身
の
上
に
種
を
播
き
、

草
々
が
は
び
こ
り
、
花
が
咲
き
、
日
が
た
け
る
。

私
は
時
間
に
押
し
流
さ
れ
な
が
ら
、

私
の
う
ち
ら
に
神
そ
の
も
の
の
軽
や
か
な
足
取
り
が
あ
り
、

一
枚
、
一
枚
、
頁
を
数
え
な
が
ら
、

楽
し
く
繰
り
ひ
ろ
げ
て
ゆ
く
日
々
の
絵
暦
。

　
　
　
　
　
　
　

○
○
か
く
□

長
い
行
は
改
行
し
て
よ
い
。

徒（いたず）ら　蜻蛉（かげろう）　無花果（いちじく）　播（ま）き

　

悟
空
に
よ
れ
ば
、
変
化
の
法
と
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

即
ち
、
或
る
も
の
に
成
り
度
い
と
い
う
気
持
が
、
此
の
上
無

く
純
粋
に
、
此
の
上
無
く
強
烈
で
あ
れ
ば
、
竟
に
は
其
の
も

の
に
成
れ
る
。
成
れ
な
い
の
は
、
ま
だ
其
の
気
持
が
其
処
迄

至
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
。
法
術
の
修
業
と
は
、
斯
く
の
如
く

己
の
気
持
を
純
一
無
垢
、
且
つ
強
烈
な
も
の
に
統
一
す
る
法

を
学
ぶ
に
在
る
。
此
の
修
業
は
、
か
な
り
む
ず
か
し
い
も
の

に
は
違
い
な
い
が
、
一
旦
其
の
境
に
達
し
た
後
は
、
最
早
以

前
の
様
な
大
努
力
を
必
要
と
せ
ず
、
唯
、
心
を
其
の
形
に
置

く
こ
と
に
依
っ
て
容
易
に
目
的
を
達
し
得
る
。
之
は
、
他
の

諸
芸
に
於
け
る
と
同
様
で
あ
る
。
変
化
の
術
が
人
間
に
出
来

ず
し
て
狐
狸
に
出
来
る
の
は
、
つ
ま
り
、
人
間
に
は
関
心
す

べ
き
種
々
の
事
柄
が
余
り
に
多
い
が
故
に
精
神
統
一
が
至
難

で
あ
る
に
反
し
、
野
獣
は
心
を
労
す
べ
き
多
く
の
瑣
事
を
有

た
ず
、
従
っ
て
此
の
統
一
が
容
易
だ
か
ら
で
あ
る
、
云
々
。

　

悟
空
は
確
か
に
天
才
だ
。
之
は
疑
い
無
い
。
そ
れ
は
初
め

て
此
の
猿
を
見
た
瞬
間
に
直
ぐ
感
じ
取
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

初
め
、
赭
顔
・
鬚
面
の
其
の
容
貌
を
醜
い
と
感
じ
た
俺
も
、

次
の
瞬
間
に
は
、
彼
の
内
か
ら
溢
れ
出
る
も
の
に
圧
倒
さ
れ

て
、
容
貌
の
こ
と
な
ど
、
す
っ
か
り
忘
れ
て
了
っ
た
。
今
で

は
、
時
に
此
の
猿
の
容
貌
を
美
し
い
（
と
は
云
え
ぬ
迄
も
少

く
と
も
立
派
だ
）
と
さ
え
感
じ
る
位
だ
。
其
の
面
魂
に
も
其

の
言
葉
つ
き
に
も
、
悟
空
が
自
己
に
対
し
て
抱
い
て
い
る
信

頼
が
、
生
々
と
溢
れ
て
い
る
。
此
の
男
は
嘘
の
つ
け
な
い
男

だ
。
誰
に
対
し
て
よ
り
も
、
先
ず
自
分
に
対
し
て
。

　

此
の
男
の
中
に
は
常
に
火
が
燃
え
て
い
る
。
豊
か
な
、
激

し
い
火
が
。
其
の
火
は
直
ぐ
に
傍
に
い
る
者
に
移
る
。
彼
の

言
葉
を
聞
い
て
い
る
中
に
、
自
然
に
此
方
も
彼
の
信
ず
る
通

り
に
信
じ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
来
る
。
彼
の
側
に

い
る
だ
け
で
、
此
方
ま
で
が
何
か
豊
か
な
自
信
に
充
ち
て
来

る
。
彼
は
火
種
。
世
界
は
彼
の
為
に
用
意
さ
れ
た
薪
。
世
界

は
彼
に
依
っ
て
燃
さ
れ
る
為
に
在
る
。

　
　
　
　
　
　
　

○
○
か
く
□

①
長
く
し
た
い
人
は
初
め
か
ら
最
後
ま
で
。

②
短
く
し
た
い
人
は
初
め
か
ら
「
…
自
分
に
対
し
て
。」
ま
で
。

（字詰め・行数は自由）竟（つい）　其処（そこ）　斯（か）く　瑣事（さじ）　有（も）たず　赭顔（しゃがん）
鬚面（しゅめん）

本文をたて・よこに置き換えて作品化してもよい。

user
長方形
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晋し
ん

の
太
元
中
、
武
陵
の
人
魚う

を

を
捕
ら
ふ
る
を
業
と
為
す
。
渓た

に

に
縁よ

り
て
行
き
、路
の
遠
近
を
忘
る
。
忽
ち
桃
花
の
林
に
逢
ふ
。

岸
を
夾は
さ

む
こ
と
数
百
歩
、中う
ち

に
雑
樹
無
し
。
芳
草
鮮
美
に
し
て
、

落
英
繽ひ
ん

紛ぷ
ん

た
り
。
漁ぎ

ょ

人じ
ん

甚は
な
はだ

之
を
異
と
し
、復
た
前す

す

み
行
き
て
、

其
の
林
を
窮
め
ん
と
欲
す
。
林
水
源
に
尽
き
、
便す
な
は
ち
一
山
を

得
た
り
。
山
に
小
口
有
り
、
髣は
う

髴ふ
つ

と
し
て
光
有
る
が
ご
と
し
。

便
ち
船
を
捨
て
て
、
口
よ
り
入
る
。

初
め
は
極
め
て
狭
く
、
纔わ
づ

か
に
人
を
通
ず
る
の
み
。
復
た
行

く
こ
と
数
十
歩
、
豁
く
わ
つ

然ぜ
ん

と
し
て
開
朗
な
り
。
土
地
平へ
い

曠く
わ
う、
屋

舎
儼げ
ん

然ぜ
ん

た
り
。
良
田
・
美
池
・
桑
竹
の
属
有
り
。
阡せ
ん

陌ぱ
く

交
は

り
通
じ
、
鶏
犬
相
聞
こ
ゆ
。
其
の
中
に
往
来
し
種
作
す
る
男

女
の
衣
着
は
、
悉
こ
と
ご
とく
外
人
の
ご
と
し
。
黄
く
わ
う

髪は
つ

垂す
い

髫て
う

、
並
び
に

怡い

然ぜ
ん

と
し
て
自
ら
楽
し
む
。

漁
人
を
見
て
、
乃す
な
はち
大
い
に
驚
き
、
従よ

り
て
来
た
る
所
を
問
ふ
。

具つ
ぶ
さに
之
に
答
ふ
。
便
ち
要む
か

へ
て
家
に
還
り
、
酒
を
設
け
鶏
を

殺
し
て
食
を
作
る
。
村
中
此
の
人
有
る
を
聞
き
、
咸み
な

来
た
り

て
問も
ん

訊じ
ん

す
。
自
ら
云
ふ
、「
先
世
秦
時
の
乱
を
避
け
、
妻
子
邑い
ふ

人じ
ん

を
率
ゐ
て
、
此
の
絶
境
に
来
た
り
、
復
た
出
で
ず
。
遂
に

外
人
と
間
隔
す
」
と
。
問
ふ
、「
今
は
是
れ
何
の
世
ぞ
」
と
。

乃
ち
漢
有
る
を
知
ら
ず
、
魏
・
晋
に
論
無
し
。
此
の
人
一
一

為
に
具
に
聞
く
所
を
言
ふ
に
、
皆
歎た
ん

惋わ
ん

す
。
余
人
各

お
の
お
の

復
た
延ひ

き
て
其
の
家
に
至
り
、
皆
酒
食
を
出
だ
す
。
停と
ど

ま
る
こ
と
数

日
に
し
て
辞
去
す
。
此
の
中
の
人
語つ

げ
て
云
ふ
、「
外
人
の
為

に
道い

ふ
に
足
ら
ざ
る
な
り
」
と
。

既
に
出
づ
。
其
の
船
を
得
て
、
便
ち
向さ
き

の
路
に
扶よ

り
、
処
処

に
之
を
誌
す
。
郡
下
に
及
び
、
太
守
に
詣い
た

り
て
説
く
こ
と
此

く
の
ご
と
し
。
太
守
即
ち
人
を
し
て
其
れ
に
随
ひ
て
往
き
、

向
に
誌
し
し
所
を
尋
ね
し
め
し
も
、
遂
に
迷
ひ
て
復
た
路
を

得
ず
。

○
○
か
く
□

大
ざ
っ
ぱ
で
無
意
味
で

そ
の
場
か
ぎ
り
で

し
か
し
本
当
の

飛
び
き
り
に
本
当
の
唄
を
ひ
と
つ

い
つ
か
書
き
た
い

神
さ
ま
が
雲
を
お
つ
く
り
な
さ
れ
た
気
持
が

今
わ
か
る

お
っ
か
さ
ん
が

あ
の
時　

う
た
っ
て
き
か
せ
た
あ
の

子
守
唄
を

そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
思
い
出
し
た
い

そ
の
唄
は　

き
け
ば

お
っ
か
さ
ん
も
も
う
知
ら
な
い

ど
う
も
で
た
ら
め
に
う
た
っ
た
ら
し
い

ど
う
か
し
て
生
涯
に
う
た
い
た
い

空
気
の
よ
う
な
唄
を
一
つ

自
由
で
目
立
た
ず
に

人
の
あ
る
か
ぎ
り
あ
り

い
き
な
り
肺
腑
に
な
が
れ
込
ん
で

無
駄
だ
け
は
す
ぐ
吐
き
出
せ
る

そ
う
い
う
唄
を
ど
う
か
し
て
一
つ
…
…

　
　
　
　

○
○
か
く
□

垣
根

に
採

つ
た

朝
顔

の
種

小
匣

に
そ

れ
を

入
れ

て
吾

子
は

「
蔵

つ
て

お
い

て
ね

」
と

い
ふ

今
年

の
夏

は
　

ひ
と

の
心

が
ト

マ
ト

や
芋

の
は

う
に

行
つ

て
ゐ

た
の

で
あ

ら
う

方
々

の
家

の
ま

は
り

や
野

菜
畑

の
隅

に
播

き
す

て
ら

れ
た

ら
し

い
ま

ま
小

さ
い

野
性

の
漏

斗
に

か
へ

つ
て

ひ
な

び
た

色
の

朝
顔

ば
か

り
を

見
た

や
う

に
思

ふ
十

月
の

末
　

気
象

特
報

の
つ

づ
い

た
ざ

わ
め

く
雨

の
こ

ろ
ま

で
そ

れ
は

咲
い

て
を

つ
た

昔
の

歌
や

俳
諧

の
　

な
る

ほ
ど

こ
れ

は
秋

の
花

｜
｜

世
の

態
と

花
の

さ
が

自
分

は
ひ

と
り

で
面

白
か

つ
た

し
か

し
い

ま
は

誇
り

高
い

菊
の

季
節

し
た

た
か

に
う

る
は

し
い

菊
を

想
ふ

日
多

く
け

ふ
も

久
し

ぶ
り

に
琴

が
聴

き
た

く
て

子
供

の
母

に
そ

れ
を

い
ふ

と
彼

女
は

ま
る

で
と

り
あ

は
ず

笑
つ

て
も

み
せ

な
ん

だ
　

　
　

○
○

か
く

□

〈
選
文
自
由
〉

︿

参
考
文 

D
﹀	

田
中
鳴
舟
会
長
選
文

	
（
用
紙
40
×
90
㎝
以
内
、
タ
テ
・
ヨ
コ
自
由
）

陶
淵
明
『
桃
花
源
記
』

（字詰め・行数は自由）

●規定 1 部 ［規定部四段〜準師範］︿課題 Ｆ﹀（用紙26×68㎝）

︿課
題

 Ｇ
﹀（
用
紙
68
×
26
㎝
）

山
崎
春
香

総
務

理
事

選
文

小 匣 （ こ ば こ ）　 吾 子 （ あ こ ）　 蔵 （ し ま ） つ て　 播 （ ま ） き　 漏 斗 （ じ ゃ う ご ）　 態 （ す が た ）

伊
東

静
雄

「
菊

を
想

ふ
」

『
日

本
の

詩
歌

　
23

』

作品化する際はふりがなを書かないこと。

現代かなづかいに直しています。原文の句点を省略しています。

☆自運創作部・規定 1 部の選文・手本はこの形式ですが，
※
34
ペ
ー
ジ
に
〈
参
考
文
Ｅ
〉
手
本
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

成
田
嵐
石
副
会
長
選
文
・
書

佐
藤
春
夫
「
願
ひ
」『
佐
藤
春
夫
詩
集
』

※
34
ペ
ー
ジ
に
手
本
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

user
長方形
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〈 課 題 Ｈ ／ 行 書 〉 平 田 秋 蹊 常 任 理 事 選 文 ・ 書 萩 原 朔 太 郎 「 馬 車 の 中 で 」

『 日 本 の 詩 歌 』

こ の 課 題 は 約 58 ％ に 縮 小 し て い ま す 。 約 17
2 ％ に 拡 大 す る と ほ ぼ 原 寸 の 大 き さ に な り ま す 。

●規定 2 部 ［規定部準初段〜三段］（用紙Ｂ 4判＝約36.4×25.7㎝）

原
文

の
句

点
を

省
略

し
て

い
ま

す
。

一
部

改
行

し
て

い
ま

す
。

巷
（

ち
ま

た
）　

蹄
（

ひ
づ

め
）

吋ト→号ヤぞ:ヶト

ふさがキドキ--v ~ \'γ) 寸-T{\'よ

~J 二L: ←ミト\子村

長、人J 今-c-- ~; - )--' ~ ':よ竹中ふ

まや/段、1 にや山J ザー〈ι
V凶 / 阜でも --;::'¥ ~ 、\ 一一ー，

1司令tネ)こせ x合三 εs 々や山下九

二了 -L 当 G 工?こ〉千

三ご介ニキFLγ ←川二トぐや

ベベ fぎ了念叩→♀;~ヤ;メヤベJ --ト〕

ぷざわ\\' \'二'\ ¥' ¥' 1-ﾂ! ~ザ~う

ん二二二←マ\f 吋

ポ:法 ζ うどい Lr ふトD~二〉ト-D刊ト

ぷ仏j 雪〈ιぷ~--卜〉入とやや〈吋

o 0 ~ ~口
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●規定 2 部 ［規定部準初段〜三段］（用紙Ｂ 4判＝約36.4×25.7㎝）

ヨコケイ線を，入れても入れなくてもよい。 （夜うぐいす＝サヨナキドリ）

〈課題 Ｉ／楷書〉渡辺萩渓常任理事選文・書 「ゲーテ詩集」『世界詩人全集　1』より
こ
の
課
題
は
約
58
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
172
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。　

原
文
の
句
読
点
を
省
略
し
て
い
ま
す
。

;也(こ 1 � ;J丈ウ'\' \，\つは。いはうつめ f ご

蛙は?尼のながに身 L ひそめ τ

もう刃包ぶことも鳴くこともマさながった

蛙はふ眠 ιι で 11 うながら考えれ

今皮こそタトへとbι ら

夜すく\\すのように

美声マ号えっマやろうと

やが τ 春風がJ、主水がとけ fご

蛙 11.水 L ぢよい γyf へあがっ fご

威子長っ τ 后(こ丹要 L 九、ろし 1::

そし寸去年とぢなじよう(こ

ケ、、ロケ、、ロゲロと鳴 L\7ご

o 0 ~\く口

user
取り消し線
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●規定 ３ 部 ［規定部 ４級〜 １級］（用紙A 4判＝約29.5×21㎝）

〈課題 Ｊ／行書〉田中瑛果理事選文・書 八木重吉「赤い寝衣」『現代詩文庫　1031』

現代かなづかいに直しています。

こ
の
課
題
は
約
72
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
139
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

もい( j j、ぢ~~
了る勺と(あ

l ~ づオ、んやド
V' となのベう

す}さ官、あ q の
ウ :i、 14fご~~ち
もど l 1 士 42A 手
f手っ 7 り~ -IJ、 t1

7 のム ム。手、、、、~~もち司、
の f了、\ね、、

o t ド頑と 1 ね
が (1 ~手わ 士

J\ の勺、

(ね ぜと 1 ~ 
口し、 ;ぇ、\ 五

と fご泊
7 ウゾ 7 

と

る じぐ

7 
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〈課題 Ｋ／楷書〉槌谷秋萠常任理事選文・書
室生犀星「旅途」

『日本詩人全集15』

ヨコケイ線を，入れても入れなくてもよい。

●規定 ３ 部 ［規定部 ４級〜 １級］（用紙A 4判＝約29.5×21㎝）

出（い）づ　　磨（と）げる

こ
の
課
題
は
約
72
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
139
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

方不(二、\つること(こより

じL どんあウ\るくひらウ\才人

手(こ青〉洋委氏 l~ ~えけやられれ 1 ) 

j、る?と(こみれど

安〉を待す

なウ三るるごと〈方ネ(二出つ

表 l~ 雪のながよ り萌え出で

予の l-t どリ(:t )倉けるウえこどし

宏、より') f\ しけ、(こすしのべし

わが魚のこどき手 l 二雪はしれしゃ

o 0 ウ\〈口
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長方形
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〈課題 Ｌ／行書〉伊奈幸代理事選文・書
八木重吉「夕焼」

『八木重吉詩集　はらへたまってゆく　かなしみ』

●規定４部 ［規定部１0級・新規〜 ５級］（用紙Ｂ 5判＝約25.7×18.2㎝）

こ
の
課
題
は
約
82
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
121
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

ら手)~句手手ゆ
ゅ壬 l二千子 7

l こ(ゴ7 ミ J 、 J 、 y孔

。ゃう i うう子
けo ' ! -L ¥¥ Cf) 

忘年)乏 し\
わ わア

(t ゼエ
口 77 と

¥ � ./~ '¥ t j 

fごり(
\\す
土ゥ t
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〈課題 Ｍ／楷書〉岩間鴻舟理事選文・書
山村暮鳥「雑草」

『山村暮鳥全詩集』

●規定４部 ［規定部１0級・新規〜 ５級］（用紙Ｂ 5判＝約25.7×18.2㎝）

こ
の
課
題
は
約
82
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
121
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

ひにち

ま L\( ても

7j( ~ゃっマゐ 7ごのウぐ

こんな雑草マあっ fごっ\

こんな雑草れけれども

いに九

まに \l :ち

7ド L ゃっマゐたのじ、、

可愛(な(つマどうしよう

o 0 ウ\(口

user
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●
漢
字
１
部
［
規
定
部
準
初
段
〜
師
範
］

（
用
紙
Ｂ
５
判
＝
約
25
・
７
×
18
・
２
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
選
文
自
由
〉

〈
参
考
文 
Ｎ
〉
菊
池
智
泉
理
事
選
文
・
書

●
漢
字
２
部
［
規
定
部
１0
級
・
新
規
〜
１
級
］

（
用
紙
Ａ
５
判
＝
約
21
×
14
・
８
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
選
文
自
由
〉

〈
参
考
文 

Ｏ
〉
笹
谷
玉
翠
理
事
選
文
・
書

選
文
の
時
間
の
な
い
方
は
、
こ
の
「
参
考
文
」
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

選
文
の
時
間
の
な
い
方
は
、
こ
の
「
参
考
文
」
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

杜
甫
「
秋
興
」
山
田
勝
美
著
『
中
国
名
詩
鑑
賞
辞
典
』

 【
注
】
こ
の
参
考
文
を
書
く
場
合
、
①
字
体
は

自
由
。
た
だ
し
新
字
体
・
旧
字
体
・
書
写
体
の

混
用
は
避
け
る
こ
と
。
②
楷
書
・
行
書
・
草
書

の
い
ず
れ
か
の
書
体
で
統
一
し
て
書
き
上
げ
る

こ
と
。
▼
用
紙
の
使
用
は
タ
テ
に
。

こ
の
参
考
文
は
約
51
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。約
195
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

玉
露
凋
傷
楓
樹
林 

玉ぎ
よ
く

露ろ　

凋ち
よ
う

傷し
よ
う

す　

楓ふ
う

樹じ
ゆ

林り
ん

巫
山
巫
峽
氣
蕭
森 

巫ふ

山ざ
ん　

巫ふ

峡き
よ
う　

気き

蕭し
よ
う

森し
ん

江
閒
波
浪
兼
天
湧 

江こ
う

間か
ん

の
波は

浪ろ
う

は　

天て
ん

を
兼か

ね
て
湧わ

き

塞
上
風
雲
接
地
陰 

塞さ
い

上じ
よ
うの
風ふ

う

雲う
ん

は　

地ち

に
接せ

つ

し
て
陰く

も

る

叢
菊
兩
開
他
日
涙 

叢そ
う

菊き
く　

両ふ
た

た
び
開ひ

ら

く　

他た

日じ
つ

の
涙

な
み
だ

孤
舟
一
繫
故
園
心

 

孤こ

舟し
ゅ
う　

一い
つ

に
繫つ

な

ぐ　

故こ

園え
ん

の
心

こ
こ
ろ

寒
衣
處
處
催
刀
尺 

寒か
ん

衣い　

処し
よ

処し
よ　

刀と
う

尺せ
き

を
催も

よ
ほす

白
帝
城
高
急
暮
砧 

白は
く

帝て
い

城じ
よ
う

高た
か

う
し
て　

暮ぼ

砧ち
ん　

急き
ゆ
う

な
り

こ
の
参
考
文
は
約
44
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
228
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

user
長方形
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こ
の
参
考
文
は
約
51
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。約
195
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

良
寛
の
う
た
『
続
か
な
墨
場
辞
典
』

岩
間
乙
二
の
句
『
か
な
墨
場
辞
典
俳
句
編
』

夕ゆ
ふ

月づ
き

は
す
ず
し
き
苔こ
け

の
に
ほ
ひ
哉　

夕
月
者
春
ゝ
し
き
故
遣
の
耳
本
ひ
哉

【
注
】
①
か
な
１
部
・
２
部
と
も
参
考
文
で
す
。
和
歌
・
俳
句
・
そ
の
他
何
を

書
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
②
か
な
作
品
風
に
仕
上
げ
て
く
だ
さ
い
。
③
参

考
文
を
書
く
場
合
、
漢
字
・
か
な
の
変
換
は
自
由
で
す
。
か
な
変
換
の
時
に

は
旧
か
な
・
新
か
な
の
混
用
を
し
な
い
こ
と
。
と
く
に
変
体
が
な
使
用
の
際

に
留
意
。
④
用
紙
の
使
用
は
タ
テ
に
。
着
色
は
自
由
。

臨
書
し
た
も
の
を
出
品
さ
れ
る
と
き
は
次
の
こ
と
を
厳
守
し
て

く
だ
さ
い
。（
な
お
、
臨
書
で
の
出
品
は
１
部
に
限
り
ま
す
。）

臨
書
作
品
の
場
合
は
、
原
本
の
コ
ピ
ー
を
添
え
、
コ
ピ
ー
の
表

面
の
わ
か
り
や
す
い
と
こ
ろ
に
「
古
筆
名
と
出
品
者
名
」
を
鉛

筆
で
記
入
し
、
一
緒
に
提
出
の
こ
と
。

●
か
な
１
部
［
か
な
部
初
段
〜
師
範
］

（
用
紙
Ｂ
５
判
＝
約
25
・
７
×
18
・
２
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
選
文
自
由
〉

〈
参
考
文 
Ｐ
〉
岡
㟢
六
泉
総
務
理
事
選
文
・
書

●
か
な
２
部
［
か
な
部
１0
級
・
新
規
〜
準
初
段
］

（
用
紙
Ａ
５
判
＝
約
21
×
14
・
８
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
選
文
自
由
〉

〈
参
考
文 

Ｑ
〉
中
一
泉
流
常
任
理
事
選
文
・
書

ひ
さ
か
た
の
雨あ
め

に
ぬ
れ
つ
つ
時
ほ
と
と
ぎ
す鳥
鳴な

く
声こ
ゑ

聞き

け
ば
昔む
か
しお
も
ほ
ゆ

日
佐
可
多
の
雨
耳
ぬ
連
つ
ゝ
時
鳥
那
く
聲
支
希
者
む
か
し
於
も
本
ゆ

こ
の
参
考
文
は
約
44
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
228
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。
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万
里
さ
ん
、
お
か
げ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
今
日
、

教
室
を
欠
席
さ
れ
て
い
た
の
で
心
配
し
て
い
ま
し
た
。ケ
ガ
で

入
院
中
と
の
こ
と
、大
山
さ
ん
か
ら
聞
き
ま
し
た
。し
ば
ら
く

教
室
が
お
休
み
で
お
会
い
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
少
し
も

知
り
ま
せ
ず
、
ほ
ん
と
う
に
失
礼
し
ま
し
た
。

娘
さ
ん
が
看
病
で
き
な
い
時
は
ど
う
ぞ
遠
慮
な
く
、
私
に

ご
用
命
く
だ
さ
い
ね
。お
買
物
で
も
何
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

お
役
に
立
て
れ
ば
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

ご
体
調
が
い
く
ら
か
回
復
さ
れ
る
こ
ろ
、
折
を
み
て
お
見
舞

い
に
伺
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
つ
も
教
室
の
帰
り
に
時
間
を
忘
れ
る
く
ら
い
長
い
こ
と

立
ち
話
を
し
て
い
ま
し
た
よ
ね
。

あ
な
た
の
あ
の
笑
い
声
を
聞
く
の
が
待
ち
遠
し
く
て
ペ
ン
を

と
り
ま
し
た
。

ど
う
か
一
日
も
早
く
お
元
気
な
姿
が
見
ら
れ
ま
す
よ
う
に

心
か
ら
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

 

か
し
こ

　

九
月
五
日

 

秋
野
和
子

池
田
万
里
様

花
々
が
咲
き
乱
れ
る
美
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

今
、
あ
な
た
の
お
庭
の
ミ
モ
ザ
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら

こ
の
手
紙
を
書
い
て
い
ま
す
。

昨
日
は
幸
せ
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ラ
ン
チ
の
美
味
し
か
っ
た
こ
と
。
ち
ら
し
寿
司
は
私
の

大
好
物
で
す
し
、
香
り
豊
か
な
蕗
の
煮
び
た
し
も
色
よ
く
、

盛
り
付
け
も
セ
ン
ス
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

あ
な
た
に
そ
っ
く
り
な
目
の
パ
ッ
チ
リ
と
し
た
可
愛
い

誠
ち
ゃ
ん
の
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
姿
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

お
か
げ
さ
ま
で
明
日
か
ら
ま
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
気
分
で

家
事
に
育
児
に
精
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

冬
に
な
り
ま
し
た
ら
、
柚
子
ジ
ャ
ム
を
作
っ
て
お
持
ち

し
ま
す
ね
。
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

で
は
お
元
気
で
！ 

か
し
こ

　

四
月
一
日

 

〈
参
考
文 

Ｓ
〉
石
井
珠
翠
常
任
理
事
選
文

【注】 •手紙文１部・２部ともに参考文です。
•文体は口語文（日常の現代語文）とします。
•仮名表記は現代仮名遣いにこだわらず，旧仮名遣いでもけっこうです。
•体裁は実用的なものの範囲内で自由とし，一般的な書式で仕上げてくださ
い。宛名，差出人の署名（仮名可），差出の日付は必ず入れてください。
•用紙は縦に使用し，縦書き横書きは自由とします。
•行の字詰めは上記の通りでなくてもよい。
•１部は作品を台紙（270 × 375㎜以内，色は自由）に貼り付けて出品してく
ださい。

●
手
紙
文
１
部
［
規
定
部
準
初
段
〜
師
範
］

〈
選
文
自
由
〉	

〈
選
文
自
由
〉

〈
参
考
文 
Ｒ
〉
田
中
麗
秀
常
任
理
事
選
文

（
用
紙�

Ｂ�

５
判
ま
た
は
Ｂ
５
判
以
下
の
便
箋
形
式
２
枚

＝
約
25
・
７
×
18
・
２
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）
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●
手
紙
文
２
部［
規
定
部
１0
級
・
新
規
〜
１
級
］

（
用
紙
Ｂ
５
判
ま
た
は
Ｂ
５
判
以
下
の
便
箋
形
式
１
枚

＝
約
25
・
７
×
18
・
２
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
選
文
自
由
〉

〈
参
考
文 
Ｔ
〉
押
切
秋
翠
理
事
選
文
・
書

〈
選
文
自
由
〉

〈
参
考
文 

Ｕ
〉
三
悼
梅
花
理
事
選
文
・
書

こ
の
参
考
文
は
約
44
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
228
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

こ
の
参
考
文
は
約
44
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
228
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

user
長方形



江　

碧
に
し
て　

鳥　

逾
白
く

山　

青
う
し
て　

花　

然
え
ん
と
欲
す

今
春　

看
又
過
ぐ

何
れ
の
日
か　

是
れ
帰
年
な
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　

○
○
か
く　
□

同
じ
心
な
ら
ん
人
と
し
め
や
か
に
物
語
し
て
、

を
か
し
き
こ
と
も
世
の
は
か
な
き
こ
と
も
、

う
ら
な
く
言
ひ
慰
ま
ん
こ
そ
う
れ
し
か
る

べ
き
に
、
さ
る
人
あ
る
ま
じ
け
れ
ば
、
つ
ゆ

違
は
ざ
ら
ん
と
、
向
か
ひ
ゐ
た
ら
ん
は
、

ひ
と
り
あ
る
心
地
や
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　

○
○
か
く　
□

32

●
筆
ペ
ン
１
部
［
筆
ペ
ン
部
推
薦
〜
師
範
］

（
用
紙
Ｂ
５
判
＝
約
25
・
７
×
18
・
２
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
選
文
自
由
〉

〈
参
考
文 
Ｖ
〉
有
田
翠
苑
総
務
理
事
選
文

�

杜
甫
「
絶
句
」『
朗
唱
漢
詩
漢
文
』

【
注
】•

筆
ペ
ン
１
部
は
参
考
文
で
す
。•

用
紙
の
使
用
は
タ
テ
に
。

•

漢
詩
や
漢
文
を
題
材
と
し
て
も
よ
い
。

〈
選
文
自
由
〉

〈
参
考
文 

Ｗ
〉
畔
栁
香
風
総
務
理
事
選
文

江
碧
鳥
逾
白 

江こ
う　

碧み
ど
り

に
し
て　

鳥と
り　

逾
い
よ
い
よ白

く

山
靑
花
欲
然 

山や
ま　

青あ
を

う
し
て　

花は
な　

然も

え
ん
と
欲ほ
っ

す

今
春
看
又
過 

今こ
ん

春し
ゆ
ん　

看
み
す
み
す又
過す

ぐ

何
日
是
歸
年 

何い
づ

れ
の
日ひ

か　

是こ

れ
帰き

年ね
ん

な
ら
ん

吉
田
兼
好
『
徒
然
草
』
第
十
二
段
「
同
じ
心
な
ら
ん
人
と
」

違（
た
が
）は
ざ
ら
ん

user
長方形
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●
筆
ペ
ン
２
部
［
筆
ペ
ン
部
準
初
段
〜
五
段
］

（
用
紙
Ｂ
５
判
＝
約
25
・
７
×
18
・
２
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
課
題 
Ｘ
／
行
書
〉
今
井
雅
峰
常
任
理
事
選
文
・
書

●
筆
ペ
ン
３
部
［
筆
ペ
ン
部
１0
級
・
新
規
〜
１
級
］

（
用
紙
Ａ
５
判
＝
約
21
×
14
・
８
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
課
題 

Ｙ
／
楷
書
〉
田
中
鳴
舟
会
長
選
文
・
書

燈
火
（
あ
か
り
）　

黒
馬
（
あ
お
） 

北
原
白
秋
「
さ
す
ら
ひ
の
唄
」『
北
原
白
秋
詩
集
』

こ
の
課
題
は
約
43
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
232
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

こ
の
課
題
は
約
51
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
195
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

渚
（
な
ぎ
さ
） 

室
生
犀
星
「
か
も
め
（
第
一
連
）」『
室
生
犀
星
詩
集
』

user
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● 自 運 ︿ 創 作 ﹀ 部

　 ［ 出 品 委 嘱 （ 師 範 ） ］

● 規 定 1 部

　 ［ 規 定 部 四 段 〜 準 師 範 ］

︿ 参 考 文 E ﹀ 田 中 鳴 舟 会 長 選 文 ・ 書

（ 用 紙 40 × 90 ㎝ 以 内 、 タ テ ・ ヨ コ 自 由 ）

※ こ の 作 品 は 29.
5
× 82 ㎝ に 書 い て あ り ま す 。

（
作

品
例

）
柳

　
宗

悦
「

民
芸

の
美

」『
教

科
書

で
覚

え
た

名
文

』 
こ

の
課

題
は

約
25

％
に

縮
小

し
て

い
ま

す
。

約
40

0％
に

拡
大

す
る

と
ほ

ぼ
原

寸
の

大
き

さ
に

な
り

ま
す

。

※
文

章
を

短
く

し
た

い
場

合
は

「
～

い
ち

ば
ん

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。」

ま
で

に
す

る
と

よ
い

。
そ

の
場

合
は

長
辺

が
67

㎝
ぐ

ら
い

が
適

当
で

し
ょ

う
。

こ
の

課
題

は
約

28
％

に
縮

小
し

て
い

ま
す

。
約

35
6％

に
拡

大
す

る
と

ほ
ぼ

原
寸

の
大

き
さ

に
な

り
ま

す
。

︿ 課 題 F ﹀　　 成 田 嵐 石 副 会 長 選 文 ・ 書

� （ 用 紙 26 × 68 ㎝ 以 内 、 タ テ ・ ヨ コ 自 由 ）

※ こ の 作 品 は 26 × 68 ㎝ に 書 い て あ り ま す 。
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長方形
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文部科学省・全国都道府県教育委員会後援
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ン
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題
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十
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年
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新
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介

◦
平
成
二
十
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な
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昇
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日本ペン習字研究会通販部
【電　話】0120-127-927
※土・日・祝を除く午前９時30分〜午後５時30分

【ＦＡＸ】0120-135-794

全日本ペン書道展	 出品用紙用具のご案内一般部
出品用紙

申　込　先

出品部門 作品課題 商品番号 色 枚数 価格（税込） 寸法

自 運 創 作 部

臨 書 部

【自運創作部】
　参考文Ａ　私は窓の
　参考文Ｂ　広野の
　参考文Ｃ　悟空に
　参考文Ｄ　晋の
　参考文Ｅ　もともと

【臨書部】
　古典・古筆の臨書

31417 白 50枚 918円

85.5×39.4㎝31418 黒 30枚 1,328円

31413 紺 30枚 2,339円

規 定 １ 部
課　題Ｆ　大ざっぱで

課　題Ｇ　垣根に

31339 白 50枚 540円

68.0×26.0㎝
31419 黒 30枚 864円
31427 紺 30枚 1,204円
31426 深緑 30枚 864円
31425 焦茶 30枚 864円

規 定 ２ 部 課　題Ｈ　馬車の中で 31340

白

手本つき１組20枚
648円

（送料込）

Ｂ４判
36.4×25.7㎝課　題Ｉ　池には氷が 31341

規 定 ３ 部 課　題Ｊ　湯あがりの 31342 Ａ４判
29.5×21.0㎝課　題Ｋ　旅にいづる 31332

規 定 ４ 部 課　題Ｌ　ゆう焼を 31333 Ｂ５判
25.7×18.2㎝課　題Ｍ　ひにち 31334

漢 字 １ 部 参考文Ｎ　玉露凋傷 31420 Ｂ５判
25.7×18.2㎝

漢 字 ２ 部 参考文Ｏ　河川 31343 Ａ５判
21.0×14.8㎝

か な １ 部 参考文Ｐ　ひさかたの 31421 Ｂ５判
25.7×18.2㎝

か な ２ 部 参考文Ｑ　夕月は 31336 Ａ５判
21.0×14.8㎝

筆 ペ ン １ 部 参考文Ｖ　江碧にして
参考文Ｗ　同じ心ならん 31494 20枚 324円

（送料込） Ｂ５判
25.7×18.2㎝筆 ペ ン ２ 部 課　題Ｘ　泣くにや 31495 手本つき１組20枚

648円
（送料込）筆 ペ ン ３ 部 課　題Ｙ　かもめ 31249 Ａ５判

21.0×14.8㎝

＊自運創作部・臨書部・規定１部は10組以上のご注文で１割引（送料540円〈税込〉）

雅印・押印三点セット
作品を仕上げ、印を押す。晴れがましい気持ちにひ
たるとともに書人の喜びを実感する時でもありま
す。しかし、雅印の押し方ひとつで作品の見栄えが
違ってきますから、やたらおろそかにはできません。
印を正しく美しく押すために押印３点セットをご利
用ください。そして、昇格・師範試験や競書作品に
も押印をこころがけ一段と美しさを増した作品で合
格を目指しましょう。
三点セットの内容　印褥…材は馬の皮。押印に最適な硬さ。

印矩…黒檀仕上げ。
印泥…美麗一両装。中国西泠印社製。

きれいな押印で一段と作品が映えます

商品番号　31367　梱包送料　540円（税込）

価　　格　6,156円（税込）

印褥

印矩

印泥

•

か
な
料
紙
ふ
た
ば
社
の
用
紙
を
取
扱
い
い
た
し
ま
す
。

  

詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。




